
2次関数（4）　解の存在範囲「判・軸・端」

［訂甜刺14牌大
鳥を定数とし、2次関数プ＝∬2－2（烏－2）∬＋2点2－8ゑ＋4のグラフをCとする。

（1）Cがプ軸の正の部分と交わるような、点の値の範囲を求めよ。

（2）Cが∬軸の正の部分と異なる2点で交わるような、丘の値の範囲を求めよ。

（3）Cが∬軸の正の部分と負の部分でそれぞれ1点ずつ交わるような、丘の値の範囲を求めよ。
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［司　2次方程式∬2－2仇か＋3α＝0の異なる2つの実数解が、ともに2より大きくなるような定数αの

値の範囲を求めよ。

匝いくa＜早

巨］2次方程式2ズ2＋畝か＋2＝0の異なる2つの実数解のうち、1つは2より大きく、他の1つは2よ
り小さくなるような定数αの値の範囲を求めよ。
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